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ドイツ第二帝政期におけるフットボールの受容と暴力

ーエリアスの暴力論からの再構成一
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イギリス

る根本的な要因をハビトゥスに求めるエリアスは

と［スポーツと
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エリ

たも
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リアス策 1996衰

くものであったという。

＜
 

自

つに有寸にち

きるようになると自
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リアス， エリ ス

よ している。

ち まなく さ

（ 

り， させた

した。 も て，囚

まおうとした

ち をもた し ビ スと

ドイ してきた

ドイ る エリアス

したい

l イギリスのスポーツと暴力

口 文明化とスポーツ化

は から「自 よ

られる。エリアスはその自己抑制をもたらしたヨーロッパ人のハビ

トゥス

抑制しようとする への変化に代表さ

」という
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＜
 

な

れ

るから

ら いる

り

しく したり より

えること くされる リアス． 1978.

この「編み合わせ」からの圧力こそが自己抑制 させたのである。エ

リアス なかでャ まり

ようになりスポーツ とい

う リア
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つまり

したのである。

そして

の

ルールが「狩猟をあまり

利をしばらく延期するよう

いように、競技を長引かせるように

された」（エリアス． 1995,241)のであ

る。この狐狩りのルールに，エリアスは「十分な楽しい緊張と戦いの興奮を

える」（エリアス令 1955,243) というスポーツの本質を見出している。

ットポールなどの他の種類のスポーツは，

されるかを示している」（エリアス， 1995.

りに見られる

この

こと

えたジンメ るときよりよく きる。ジンメルによ

う

ことで

る

し の

ぅ

とができる

し‘

こ

スポーツ

ポーツ

ス ことに

こ
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このジンメルの

リアス

という 工

そ

ま

る。町から町へとボールを運び込む祝祭としておこなわれた民衆のフット

ボールが．パプリック急スクールのグラウン

しうるよ

1-2 

14 

祭としておこ

から教区へと

ちろんのことときに

1667 

にもかかわら

エリアスによ

フットボールは．極め

も

19 

なも

り

ら

ツ化し

た。祝

も

ことさえあった。そのため 1314年から

ら13回以上もの禁止令が出されている。それ

フットボールは多くの民衆を魅了し続け

トル

マ

パプリ
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される
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ーエリアスの暴力論からの再構成
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とに

しか リアスは．スポーツ る

勺`齢

している。つまりスポー とX 

てお芦 は き る

リアス, 1995脅
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えに③感情抑制のコントロールさ

ることになる
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ョ
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ポー

スポーツ

そこにイギリスからスポ

じることになっ る

ることで

し

とス

2 ドイツ体操と学友会

2-1 第二帝政成立以前の体操クラブと学友会

19 ギムナジウムでは ラプと もに「ドイツ

＜
ン

ク

ると公言していた。その理念にかなっていたのが個人の自由

しまれる遊戯であった。宮廷内でおこなわれていたギムナスティー

していたヤーンはベルリ

ととも

ヤ ン ちとは た。

そこから「ドイツ し

た よ ておこなわれていた ラス り

ち

日 H と を

らはそ

｀ 
り をやめるのではなく， ら うやり‘ 

ちの

ら きそこから まれるこ

と る 1931令
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リアス霰 1996,

卜

な

さ

＜
 

と

ナミクス

2磁2 学友会と儀礼決闘の文化

む

ありそのイメー

リアスぎ 19%令

と

上流階級の行動様式や感

まだ統一されていなかったドイツの

のに大い リアス．

1996, 57) と いる

さ たドイツ イギリスのよ れることは ＜． 

る

リアス号 1996滲 エリ
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彼は力に溢れ，負けることを知らなかった。人々はみな彼が好きだっ

た（中略）彼に初めて会った人は背広を着た将校と思ったかもしれな

い。彼の動作はすべてアーリア人らしくキリッとしていた（エリアス．

1996. 99)。

エリアスによれば，「背広を着た将校」や「アーリア人らしくキリッとし

た」態度は．ヴィルヘルムニ世が顕示し，それをヒトラーが真似たもので

この追悼文を書いた記者には「そういう性質を表す概念」が

族階級の将校の人間像」と映っていたのである。

ドイツでは第一次大戦の敗戦を通じて． ドイツ人としての自尊心と

プライドは深く傷つき．その自尊心やプライドを満足させるために支配者に

したがう道が選択される。ドイツ国民にとって自らのアイデンテイティを

意味喪失の状態から偉大な国家にまで高めることができるのは支配者だけだ

と思われたのである。エリアスは．「おそらくこういうデイレンマのせいで，

特に危機でドイツ人によく見られる『服従の快感」が生まれた」（エリアス．

1996, 446)と評している。

3 ドイツ第二帝政期におけるフットポールの受容と暴力

3-1 理想主義と自己抑制

ドイツにおけるフットボールの受容は，体操クラプと学友会が粗暴化して

いた時期のギムナジウムがひとつの舞台になった。例えばギムナジウムの

古典語教師コッホは， フットボールの制度的な普及に尽力したことで「ドイ

ツ・フットボールの父」と呼ばれている。しかし，彼が試みたフットボール

の学校教育への導入は，当時の体操教師たちから多くの批判を浴びた。体操

のフットボール批判は，①教養市民の伝統的な道徳観に反する（足を

て蹴ることは卑しい），②多面的な身体能力の鍛錬を重視していた体操
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と ョナ

される

される。

体操クラ

て，スポーツ

とき

していたコッホは，体操教師た

も．「ヤーン

り

ポーツ批判に対し

きと活動していた

と主張している。

る。

ツ

『古代と

シア

も着目している。コッホの

1895)ではフットボールの

ギリス

されてい

な ギリ

とみ

イ

明さ

コ

てのフットポールのルールブ

クラプの

てい

トボールを「本物の

(Koch. 1891. 549)。

ドイツ

フットボール幕

るために最も

ことはフッ

なことであった

18的澤

ら

及しはじめると，

されるようになる

と

ようと そ
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を

に変換し

（肉汁）

ドイツ

もあった。例えばフラン
')カデン フライシュタレースヒェご

「Frikadelle」を「Fleischkl⑱ chen」（肉

に， コッホはフースパルの専門

リストを作成した。そのリストは，文化大臣の要請にしたがって国民自

由党員たちによっ された国民青少年遊戯振興中央委員会（以下「遊戯

中央委員会」）の取り組みによって，各スポーツクラブに配布される。 コッ

ホは， これによって「私たちの遊戯は（中略）言葉の完全な意味で本物のド

イツの遊戯になっ

こうしたコッホ

(Koch, 1903, 

り を

ならって，［ドイツ的なもの」の

と自負心を

ドイツの社会学者ホ

さ

プフは．

た。

エリアスに

と表現している。イギリス

フランス人と比して不明瞭なドイツ人のナショナリティ に加えて， 工業化

による指導権力としてのイギリスヘの順応のもとで，「人々は閉鎖的になり，

ドイツ的なものを理想化した」 (Hopf, 1998, 55) というのである。

エリアスによれば「人間一般に妥当するヒューマニズムの道徳的理想」

から「国家や国民の理想像を普遍的人類的理想より閥く評価するナショナリ

ズム的な価値観ーヘの移行は． 18 ら20世紀のほとんどの欧州諸国の

よりも，

られるものであった

る他国の貴族書

リアス繋

と

1996念 自

と

ためには

は自国の人々と同じ生活圏

ことのできる

とあれば悪いことをなしうる

ればならなかったのである（エリアス， 1996, 170-172, 

きており「つねに

「国家」を

をもたなけ

183-184, 

しかし「理想的な統一への憧れ」を抱き純けたドイツの場合，

529)。

「ドイツ人

の理想やドイツ人の行動基準には人間の不完全さや弱さは認められないも

のだった」 り「規範への完全な一致に達しなければ満足は得られな

かっ （エリアス， 1996,381)。

さ」が認めら ばかりか「どんな妥協な

もとで「弱さ」や

られるか」も



なりうるという

ボー

ドイ

り ことに
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けようとし

た理由について、

る。コッホは，フットボールを体操の授業に導入し

ように主張している。

学友会が学校の監視下におかれたとしても，ときに個人

を及ぽす可能性があることは否定できない。しかし，だからといって

教育者は，生徒の団結への努力を抑圧することに， 自らの義務とその

正当性を見出してよいのだろうか。（中略）教育者は，真に重要な生徒

の団結への努力を発揮させ，麻貴なものにするように試みなければな

らないのではないか。制限された範囲であるとはいえ， ドイツ

教育にもアーノルドのような意味において活動しうる可能性があるこ

とは確かである (Koch令 1878.21-22)。

パプリック・スクールのスポーツ教育に見られた「自治制 (Selfgovernment)」

を受けていたコッホは，生徒たちが熱中するであろうフットボールに

よって．飲酒や儀礼決闘といった当時のギムナジウムに蔓延っ

会の粗暴な習慣を改めさせようとしたのである。つまり．エリアスがいう

「自己抑制J を試みたのである。

コッホの主著『体操．遊戯，スポーツを通しての勇気の教育』において

は知や健康ではなく，徳，意志， 自己支配がスポーツ教育の価値として

主張されている。体操クラプや学友会において支配的であった厳しい「しつ

け (Zucht)」は．「大商業化と大工業化の影響下に我々が直面している文化

生活の変化」のなかでは問題を解決しえず「誰もが繰り返し直面する

ろう困難な課題にあっては彼の欲望を抑制する意志こそが彼自身を助け

る。もし彼が意志の力をもっていなけれ を助ける教えはない」

(Koch, 1900, 

ムヘの導入は，

つまり，コッホにとってフットボールのギムナジウ

ることによって，

封建的精神から脱却し近代的な自己抑制を体現しうる市民教育を目指すも



っ

1912 

あった (Stutzke,1912, 147)。なかでもその中心となってい

と

如％

テー

を る。
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というクラブ名は学友会に好んで使用されていた名前でもあった。勤め人た

ちは，学友会の儀礼決闘と同じ形式で試合を申し込み拿勝者にはアカデミッ

クな卒業証書 (Diplom)を模した賞状 (Diplom)が授与さ

時には学生帽と似た帽子をかぶって正装したのである

1999, l部）

コッホがフットボールの教育的効果に着目し

活動から生徒たちを引き離すことにあったが

た。学友会の中核を担っていた上級生たちがフットボールを

い」活動と る。コッホは

の数人を遊戯場でみることができただけである

らく彼らのパブでの活動と学友会の活動がさまたげられるから

瞳いている (Koch,1895衰 93)。

されなかっ

らしくな

ほん

さらにコッホ自身も，フットボールの普及のために貴族の行動様式へと

歩み寄っていく。コッホは，競争を「賀沢な優勝杯」のためではないと

していたにもかかわらず，ヴィルヘルムー世の誕生日である 3月22日に

フットボールの大会を開催するように提案し， 1883年の七ダン祭での競技

会には．ヴィルヘルム一世によって名誉の賞が寄贈され，その授与はプロイ

センのアルブレヒト王子へと引き継がれていく。こうした貴族社会との接点

を基盤としながら，コッホをはじめとする遊戯中央委員会の理事たちは思

春期の世代 (eranwachsendeGeneration)を「強力な世代 (kraftige

へと成長させるよ

のである。

が設置されそ

ことである。コ

育に関する

労働者と

求めたヴィルヘルムニ世の言葉 (1890

く保守的なナショナリズムに傾注していった

に「教育による

よる防衛力」という冊子が出版されたのは 1904

「思春期の世代」 (Koch,1904. 26) 

という新興の階級に自らの地位を されるなかで，



83 

をはじめと 自

を
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と

したわ る。ヴェーラー

次のように表現している。

な指導権は粘り強く保持され．

ドイ

とボナパルテイズムによ

「封建化」，より

にわたっ を

な

た

る

との

らいの

ものでもあった

エリアスによ

ようと

ドイツでは ナミク

1
9
を

しているように

し‘ り

よるフットボー もそのよう と

と

に
ホ

゜

ツコ

る
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おわりに

イギリスのフットボールが暴力の自己抑制を形式化したのに対して， ドイ

ツにおいては，それと同じ自己抑制が標榜されながらも，市民階級の基盤の

脆弱性のゆえに，結局は市民階級が貴族戦士の文化に歩み寄り，暴力性を残

しながら，「外的抑制」と「自発的服従」を体現する文化が形成された。
フースバル

ヤーンのドイツ体操も， コッホの FuBballも， 自己抑制を貰徹できず，エ

リアスがいう暴力的なハビトゥスの維持に寄与することになったのである。

最後に，いくつかの研究課題を指摘して本稿の結びにかえたい。第一に，

ドイツの身体文化に見られるセクシュアリティの問題である。例えばモッセ

は，下層階級や貴族階級から自らを差異化させようとしたドイツ市民階級の

リスペクタビリティ（市民的価値観）に含まれる「男らしさ」の価値観が，

市民階級とナショナリズムを結合させる要因になったことを指摘している

(Mosse, 1985)。その経緯は，例えば手淫の害悪を強調するような「セク

シュアリティの近代化」とも結びついていた。異常性欲をコントロールする

自己統制能力の観念が，男らしい闘争という価値観をもつナショナリズムと

合流したのである。例えば，民主化を目指したヤーンのドイツ体操において

も女性は徹底的に排除されていたし，体操家の手淫も固く禁じられていた。

暴力の排除を貫徹できなかったドイツ体操におけるセクシュアリティの問題

も興味深いテーマだろう。

第二に， ワイマール期のサッカーに関する分析がある。ドイツにおける

サッカーは第一次世界大戦を経て爆発的に普及する。軍事教練として，戦

地での息抜きとしてサッカーを経験した婦還兵がドイツ各地にサッカーを広

めたのである。その後サッカーはますます国防競技として重視され，市民

階級の貴族化にも貢献する。そうしたなかでワイマール期のサッカーは極め

て粗暴なものになっていく。例えば，暴力行為によって退場させられる選手

が続出し， 7人対7人で試合が続行されたり，観客たちの哨嘩も日常的なも
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ーエリ

し‘

ら

た。

していたようにおそらくは

ー、ハグがフーリガンにつ

ビトゥ たか

同じ時期にサッカーのメデイア化が促進されたことである。例え

カー』の創刊者でもありサッカークラプ

ンゼマン（もうひとりの「ドイツ濠フットボー の

していた

こ

じてユ

と

自
し

ていったサッカークラプの受動的公共圏の問題や，映像技術の飛躍的な進歩

によ て叢 されよ としている る

ポーツにまでつ はらんでいる。 ら 身

とま

［付記］

20Kll399)の助成を ものである。

［謝辞l ンメ どき りではな、そ

＜ いほ

一
させヽ

き にあり っヽ - まし
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リ

する「賭けj

同時に厳密で平等なルールが規定され，

られたのである。この貴族と下層階級によるプラッド會スポーツ

よる狐狩りやフットボールヘと変化していく過程には市民による「貴族の模

倣（マルクスが強調）」と「貴族の離反（エンゲルスが強調）」があった

l999)。

3) 17世紀のイギリスでぱすでに貴族階級から拒否されはじめた決闘の対抗文

化として

4) 

印
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